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秋
も
深
ま
り
、
暖
房
器
具
を
使
い
始
め
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
万
が
一
に
備
え
、

現
在
の
契
約
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
の
ご
加
入
と
合
わ
せ
満
額
加
入

を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

建
物
共
済
の

お
す
す
め

◦総合共済の「収容農産物補償特約」をおすすめします。

　
建
物
・
農
機
具
共
済
の
加
入
推
進
中
で
す
！

「
総
合
共
済
」
は
、
火
災
、
落
雷
等
の

「
火
災
共
済
」
に
併
せ
て
、
風
水
害
、
雪
害
、

水
害
等
の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
受
け
た
損

害
を
補
償
し
ま
す
。地
震
や
噴
火
等
に
よ
る

建
物
の
損
害
は
加
入
共
済
金
額
の
30
％
を

限
度
に
補
償
し
ま
す
。

「
火
災
共
済
」
は
、
自
然
災
害
を
除
く
、

火
災
、
落
雷
、
破
裂
・
爆
発
の
ほ
か
、
盗
難

に
よ
り
建
物
が
き
損
ま
た
は
汚
損
と
な
っ

た
場
合
や
車
両
の
飛
び
込
み
等
に
よ
る
損

害
も
補
償
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■ 

契
約
は
１
年
で
す

「
総
合
共
済
」「
火
災
共
済
」
と
も
１
年

ご
と
の
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
契
約
内
容
を
見
直

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
加
入
の
限
度
額
は
、「
総
合
共
済
」
で

は
建
物
１
棟
２
０
０
０
万
円
ま
で
。「
火
災

共
済
」
は
、建
物
１
棟
６
０
０
０
万
円
ま
で

と
な
っ
て
お
り
、同
じ
建
物
に
両
方
加
入
す

る
場
合
は
、６
５
０
０
万
円
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

掛
金
は
、「
総
合
共
済
」
で
は
木
造

一
般
住
宅
の
臨
時
費
用
担
保
特
約
付
き

で
１
０
０
０
万
円
の
ご
加
入
で
掛
金
が

３
０
４
０
０
円
で
す
。「
火
災
共
済
」
で
は

掛
金
が
１
２
４
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

家
具
類
の
ご
加
入
を
お
勧
め

家
具
類
の
補
償
に
つ
い
て
は
、建
物
と
は

別
に
加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。住
宅
の
面

積
と
家
族
構
成
か
ら
ご
加
入
い
た
だ
け
る

補
償
額
を
算
出
し
ま
す
の
で
、建
物
ご
加
入

の
際
に
は
家
具
類
に
つ
い
て
も
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

建
物
総
合
共
済
に
ご
加
入
の
農
作
業
場

や
納
屋
等
に
、出
荷
前
の
一
時
保
管
ま
た
は

自
家
販
売
な
ど
の
通
年
保
管
中
の
販
売
を

目
的
と
し
た
農
産
物
が
補
償
対
象
と
な
り

ま
す
。

補
償
対
象
は
保
管
す
る
米
・
麦
・
大
豆
の

３
品
目
で
、一
時
保
管
向
け
Ａ
タ
イ
プ
（
補

償
期
間
は
１
２
０
日
ま
で
）と
通
年
保
管
向

け
Ｂ
タ
イ
プ
と
な
り
ま
す
。両
タ
イ
プ
と
も

損
害
額
が
１
万
円
を
超
え
た
場
合
に
１
建

物
・
１
品
目
・
１
口
当
た
り
１
０
０
万
円
を

限
度
に
実
損
害
額
を
共
済
金
と
し
て
お
支

払
い
し
ま
す
。（
地
震
に
よ
る
損
害
は
１
建

物
・
１
品
目
・
１
口
当
た
り
30
万
円
限
度
）

掛
金
は
、Ａ
タ
イ
プ
が
１
品
目
に
つ
き
１

口
１
０
０
０
円
、Ｂ
タ
イ
プ
が
同
３
０
０
０

円
で
す
。

「
総
合
共
済
」と「
火
災
共
済
」

米・麦・大
豆
も
補
償
し
ま
す
！

タイプ 責任期間 掛金等 
1口（100万円）あたり

A　一時保管向け 120 日以内で加入者が申し出た期間
（建物総合共済の責任期間） 1,000 円

B　通年保管向け 建物総合共済の責任期間と同じ 3,000 円

米 麦大豆

米 麦大豆※詳しい内容についてのお問い合わせは、本所・各支所の建物・農機具共済担当まで

2ひかり NOSAIふくしま 8号



災
害
に
備
え
建
物
共
済
に
ご
加
入
を

建
物
共
済
の
ご
加
入
で
は
建
物
の
再
取
得
価
額（
新
築

価
格
）
に
合
わ
せ
た
ご
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

（
坪
単
価
の
目
安
参
考
）

建
物
再
取
得
価
額
に
合
わ
せ
た
加
入
で
補
償
が
充
実

お
支
払
い
す
る
共
済
金
は
共
済
金
額
の
加
入
割
合（
再
取
得
価
額
に
対
す
る
加
入

共
済
金
額
の
割
合
）
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。（
支
払
い
例
参
考
）

一般的な住宅の
再取得価額の

計算例

加入額をおすすめする理由

一般的な木造建物の坪単価の目安

木造住宅の延面積５０坪（１階、２階の合計面積）の場合
６０万円　×　５０坪＝　  ３，０００万円

（坪単価）　　（延面積）　再取得価額（新築価格）

【建物再取得価額3,000万円　火災で100万円の損害が発生】
⃝取片付け費用が必要な場合

ご加入額

ご加入額

損害共済金

損害共済金

残存物取片付け費用共済金

残存物取片付け費用共済金

臨時費用共済金

共済金お支払い額
130万円

共済金お支払い額
68万7,500円

建物再取得価額に合わせた加入で補償が充実!!
臨時費用特約加入で大きな補償!!

損害が大きいほど支払いの差が大きくなります。
万が一全損の場合、1,950万円になります。

差額

火災共済の場合（NOSAI単独加入の場合）

火災共済3,000万円、臨時費用特約ありの場合
おすすめ加入

火災共済1,500万円、臨時費用特約なしの場合
見直しが必要な加入

100万円

62万5,000円

10万円

6万2,500円

20万円

61万2,500円

乾燥するこれからの季節は、火災事故の増加が懸念されます。
この機会に、小さな掛金で大きな補償、「住まいる」へのご加入
を検討してはいかがでしょうか。いざという時のために、契約
内容の見直しも必要です。あなたの大切な財産を守りましょう。

ご加入額は十分ですか？
もう一度加入の見直しを！

❶

❷

❶と❷の差

建物の種類 坪あたりの単価
一般的な住宅 50 ～ 60 万円

土蔵 70 ～ 80 万円

倉庫 25 ～ 30 万円

納屋・農作業場 15 ～ 20 万円

畜舎 10 ～ 50 万円（設備による）
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齋藤勝利組合長

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
は
、10
月
31
日
、郡

山
市
の
「
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
」
で

「
農
業
災
害
補
償
制
度
施
行
70
周
年
記

念
福
島
県
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
福
島
県
内
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
関
係
者
約
１
０
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

齋
藤
勝
利
組
合
長
が
、「
戦
後
70
年

以
上
が
過
ぎ
、
食
を
取
巻
く
環
境
は
変

化
し
、
農
村
・
農
業
も
変
貌
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
昨
年
４
月
、
９
つ
の
組
合
が

合
併
し
本
組
合
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
は
、収
入
保
険
制
度
・

改
正
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
実
施
主
体
と

し
ま
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
本
県
農
業

の
復
興
と
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
る
覚

悟
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
佐
藤
美
晴
氏
（
会
津
）

を
議
長
と
し
、渡
辺
利
彦
理
事
（
県
北
）

が
決
議
を
述
べ
ま
し
た
。決
議
は「
提
案

型
推
進
を
中
心
と
し
た
多
様
な
経
営
体

へ
の
制
度
普
及
」
を
メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
、「
Ｒ
Ｍ
活
動
の
充
実
・
強
化
」

「
事
業
運
営
基
盤
の
強
化
」「
広
報
・
広

聴
活
動
の
充
実
・
強
化
」「
収
入
保
険
・

農
業
共
済
関
係
予
算
の
確
保
」
の
５
項

目
を
掲
げ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
藤
哲
男
氏
（
い
わ
き
）
が
宣
言
を
朗

読
し
ま
し
た
。

本
県
農
業
の
復
興
と

発
展
に
全
力

農
業
災
害
補
償
制
度
施
行
70
周
年
記
念

福
島
県
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会

平成 29 年
10 月 31 日㈫

郡山ユラックス熱海
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福島県知事 代理

佐藤清丸農林水産部技監

金子恵美衆議院議員

福島県議会議長 代理

勅使河原正之議員

根本匠衆議院議員

福島県農業会議

太田豊秋会長

岩渕友参議院議員

全国農業共済協会

髙橋博会長

小熊慎司衆議院議員

参加者全員の万歳三唱で大会を締めくくった

髙橋会長から表彰を受ける霜山貞一さん

議事で決議を述べる渡辺利彦理事と、佐藤美晴議長

大
会
で
は
、
農
業
災
害
補
償
制
度
施
行
70

周
年
記
念
農
業
共
済
事
業
功
績
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
知
事
感
謝
状
の
齋
藤
組
合
長
ら

２
３
１
人
に
賞
状
と
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
、
円

谷
浩
子
元
福
島
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
女
性
部
連
絡
協

議
会
長
が
代
表
で
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
全
国
・
髙
橋
会
長
を
講
師
に

記
念
講
演
も
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
福
島
女
性
部
連
絡
協
議
会
（
坂
本
啓
子
会

長
・
会
員
数
３
８
４
６
人
）
に
よ
る
歌
や
踊

り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
会
場
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

農
業
共
済
事
業

功
績
者
表
彰

来 賓 祝 辞
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ト ピ ッ ク ス

福
島
県
農
林
水
産
航
空
事
業
推
進
協

議
会
（
会
長
＝
齋
藤
勝
利
）
主
催
に
よ

る
第
16
回
福
島
県
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
飛
行
技
術
競
技
大
会
が
９
月
13

日
、
福
島
市
十
六
沼
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　

大
会
は
、
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
操
縦
技
術
を
向
上
さ
せ
て
安
全

な
運
行
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

県
内
で
農
薬
散
布
を
実
施
す
る
営
農
組

織
や
防
除
組
織
な
ど
か
ら
13
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

飛
行
の
安
定
度
や
技
能
の
精
度
な
ど

４
人
の
審
査
員
に
よ
り
審
査
が
行
わ

れ
、
当
組
合
会
津
支
所
の
加
藤
清
志
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
・
橋
本
泰
和
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
ペ
ア
が
最
優
秀
賞
（
福
島
県
農
業

共
済
組
合
長
賞
）
に
輝
き
ま
し
た
。
ま

た
、
古
川
竜
也
・
山
寺
翔
太
朗
ペ
ア
が

優
秀
賞
（
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
本
部
長
賞
）、
橋
本
泰
和
・
渡
部

拓
馬
ペ
ア
が
優
良
賞
（
公
益
社
団
法
人

福
島
県
植
物
防
疫
協
会
長
賞
）、山
寺
翔

太
朗
・
本
名
高
弘
ペ
ア
が
優
良
賞
（
福

島
県
農
林
水
産
航
空
事
業
推
進
協
議
会

長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

他
の
所
属
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
。【
か
っ
こ
内
は
所
属
】
優
秀
賞
（
一

般
社
団
法
人
福
島
県
農
業
会
議
会
長

賞
）
斉
藤
雄
一
・
浅
野
光
浩
ペ
ア
【
斉

藤
雄
一
】。

最
優
秀
賞
の
加
藤
・
橋
本
、
優
秀
賞

の
古
川
・
山
寺
、
同
賞
の
斉
藤
・
浅
野

の
各
ペ
ア
は
、
10
月
25
日
茨
城
県
水
戸

市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
26
回
全
国
産
業

用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
行
技
術
競
技

大
会
」
の
福
島
県
代
表
と
し
て
出
場
さ

れ
ま
し
た
。

会
津
支
所
の
加
藤
・
橋
本
ペ
ア
が
最
優
秀
賞

～
県
産
業
用
無
人
ヘ
リ
競
技
～

最優秀賞に輝いた加藤（写真右）、橋本（写真左）ペア
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青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観

的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で

す
。
ま
た
、
国
で
は
青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
、

新
た
な
「
収
入
保
険
」
を
創
設
し
ま
す
。

青
色
申
告
に
は
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
青
色
申
告
の
主
な
メ
リ
ッ

ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
青
色
申
告
特
別
控
除

「
正
規
の
簿
記
の
場
合
は
65
万
円
を
、

「
簡
易
な
方
式
」の
場
合
は
10
万
円
を
所

得
か
ら
控
除
可
能
。

　

つ
ま
り
、
青
色
申
告
を
行
え
ば
、
そ

れ
だ
け
で
10
万
円
が
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
貸
借
対
照
表
を
作
成
す
れ
ば
65
万

円
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

◦
損
失
の
繰
越
し
と
繰
戻
し

損
失
額
を
翌
年
以
後
３
年
間
（
法
人

は
９
年
間
）
に
わ
た
っ
て
繰
り
越
し
て
、

各
年
分
の
所
得
か
ら
控
除
可
能
。
ま
た
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
で
は
全
職
員
を
対
象
に
、
収
入
保
険
制
度
の
実
施
主
体
と

し
て
必
要
と
な
る
、
農
業
簿
記
及
び
青
色
申
告
等
税
務
申
告
に
関
す
る
研
修
会

を
開
き
ま
し
た
。
農
業
簿
記
や
、
青
色
申
告
の
基
礎
的
な
項
目
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
青
色
申
告
の
特
典
や
必
要
事
項
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
決
算

書
な
ど
提
出
書
類
の
見
方
を
学
び
、
簿
記
や
会
計
税
務
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

繰
越
し
に
代
え
て
、
損
失
を
前
年
に
繰

り
戻
し
て
、
前
年
分
の
所
得
税
の
還
付

を
受
け
る
こ
と
も
可
能
。

　

今
年
の
赤
字
を
３
年
後
ま
で
繰
り
越

せ
ま
す
の
で
、
所
得
税
の
節
税
に
な
り

ま
す
。

生
計
が
同
じ
家
族
に
も
労
働
の
対
価

と
し
て
の
給
料
を
払
う
こ
と
が
で
き
、

経
費
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
他

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
青
色
申
告
を
開
始
し

ま
し
ょ
う
。

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に

は
、
個
人
の
場
合
、
３
月
15
日
ま
で
に
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認

申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
申
請
を
行
え
ば
、
そ
の
年
分
の
所
得

か
ら
青
色
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う
！

県
内
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
研
修

青色申告について説明する遠藤久税理士事務所の遠藤久所長

農業簿記について説明する同事務所の京野利之講師
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田
村
市
立
都
路
小
学
校
で
は
、
児
童

ら
が
中
心
と
な
り
地
元
産
キ
ュ
ウ
リ
を

使
っ
た
ジ
ャ
ム
を
商
品
化
し
ま
し
た
。

そ
の
名
も「
都
路
キ
ュ
ウ
リ
マ
ン
」。
震

災
か
ら
の
復
興
を
機
に
「
地
元
を
笑
顔

と
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
し
た
い
」
と
の

思
い
か
ら
、
２
年
前
の
当
時
５
年
生
が

総
合
学
習
の
中
で
商
品
開
発
し
ま
し
た
。

地
元
で
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
す
る
松
本
農

園
の
協
力
を
得
な
が
ら
キ
ュ
ウ
リ
の
栽

培
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
キ
ュ
ウ
リ
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
着
ぐ
る
み
な
ど
す
べ
て

児
童
の
手
作
り
で
す
。

現
在
は
、
当
時
の
児
童
ら
の
思
い
を

引
継
い
だ
５
年
生
14
名
の
児
童
が
、
都

路
灯
ま
つ
り
や
文
化
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
キ
ュ
ウ
リ
ジ
ャ
ム
の
パ

フ
ェ
や
ク
レ
ー
プ
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な

ど
を
作
っ
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
販
売

伊
達
郡
川
俣
町
鶴
沢
の
Ｊ
Ａ
ふ
く
し

ま
未
来
農
産
物
直
売
所
「
こ
こ
ら
川
俣

店
」
で
は
、菅
野
良
子
さ
ん
ら
７
人
が
作

る
お
に
ぎ
り
が
、店
の
定
番
商
品
と
し
て

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

毎
日
、
２
人
態
勢
で
、
午
前
８
時
か
ら

お
に
ぎ
り
１
０
０
個
を
作
り
、直
売
所
が

開
店
す
る
午
前
９
時
に
は
、で
き
た
て
の

お
に
ぎ
り
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。

代
表
の
菅
野
さ
ん
は
、「
地
元
の
お
い

し
い
米
を
消
費
者
に
ど
の
よ
う
に
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
た
ら
よ
い
か
」
と
、
メ
ン

バ
ー
と
話
し
合
い
を
重
ね
、ほ
ぼ
地
場
産

す
る
際
に
は
、
担
任
の
関せ

き

根ね

理あ
や

子こ

先
生

と
児
童
が
作
っ
た
曲
「
都
路
き
ゅ
う
り

音
頭
」
を
「
都
路
キ
ュ
ウ
リ
マ
ン
」
の

着
ぐ
る
み
を
着
た
児
童
が
元
気
に
踊
り

な
が
ら
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

来
場
者
か
ら
は
「
食
味
や
、
角
切
り

キ
ュ
ウ
リ
の
食
感
が
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し

て
い
て
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
」「
レ
シ
ピ

を
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り

大
変
好
評
で
す
。

今
後
は
、
都
路
町
内
の
商
店
で
も
販

売
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
、
都
路
の
良

さ
を
全
国
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
、
児

童
と
先
生
が
一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
し
て

い
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
・
販
売
元

　

都
路
小
学
校

　

☎
０
２
４
７-

７
５-

２
０
０
４

の
食
材
で
で
き
る
「
み
そ
大
葉
お
に
ぎ

り
」「
味
お
に
ぎ
り
」「
味
ぶ
か
し
」
の
３

種
類
を
販
売
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

地
域
の
お
客
さ
ま
は
、新
鮮
な
野
菜
を

買
い
に
訪
れ
た
際
に
、お
に
ぎ
り
も
一
緒

に
買
い
求
め
て
い
く
こ
と
が
増
え
た
そ

う
で
す
。
直
売
所
は
、道
の
駅
「
川
俣
シ

ル
ク
ピ
ア
」の
駐
車
場
に
隣
接
し
て
い
る

た
め
、
町
外
の
お
客
さ
ん
や
、
バ
ス
の
観

光
客
な
ど
の
ほ
か
、
会
社
員
が
昼
食
に

求
め
る
な
ど
で
、午
後
に
は
売
り
切
れ
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。川
俣
の
お
い
し
さ
が

ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
お
に
ぎ
り
を
、ぜ
ひ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

　

農
産
物
直
売
所
こ
こ
ら
川
俣
店

　

☎
０
２
４-

６
６-

２
６
７
０

県北支所

郡山田村
支所

地
元
産
の
食
材
で
作
る

三
種
の
お
に
ぎ
り

特
産
品
の
キ
ュ
ウ
リ
で
町
お
こ
し

田
村
市
立
都
路
小
学
校

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

後列左より、伊藤 知子さん、黒澤 秀子さん、黒澤 真佐子さん
前列左より、髙野 寛子さん、菅野 良子さん、斎藤 みき子さん、
関 泰子さん

ＪＡふくしま
未来農産物
直売所

「ここら川俣店」

田村市立都路小学校の５年生
14 名と担任の関根理子先生

甘くてさっぱりした食感が人気！
都路キュウリマン（ジャム）
＝１瓶・500 円
（現在、イベントのみ販売）

NOSAI

元気
通信

商品は、みそ大葉おにぎり・味ぶかし
各１５０円・味おにぎり１００円
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10
月
８
日
、
会
津
美
里
町
沖
中
田
集

落
の
圃
場
で
、
沖
中
田
ム
ラ
を
楽
し
く

す
る
田
ん
ぼ
づ
く
り
隊
（
代
表
＝
白
井

学
区
長
）
に
よ
る
稲
刈
り
体
験
が
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
29
年
度
ふ

る
さ
と
の
農
林
漁
業
体
験
支
援
事
業
の

一
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
相

馬
市
や
新
地
町
な
ど
か
ら
訪
れ
た
幼
稚

園
生
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
20
名
ほ

ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
地
元
農
家
の
風
間
甲こ

う

鍈え
い

「
甘
く
て
大
き
な
粒
の
ブ
ド
ウ
を
初

出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
川
内
村
上

川
内
の
秋
元
敏
博
さ
ん
（
54
）・
美
代
子

さ
ん
（
50
）
ご
夫
妻
。

秋
元
さ
ん
方
の
水
稲
育
苗
用
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
は
５
月
の
田
植
以
降
は
ビ

ニ
ー
ル
を
か
け
た
ま
ま
な
の
で
、
何
か

有
効
活
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
前
々

か
ら
考
え
て
い
た
の
だ
と
か
。

相
双
農
林
事
務
所
か
ら
ニ
ン
ジ
ン

や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
栽
培
な
ど
の
提
案
も

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
秋
元
さ
ん
方
で

は
水
稲
育
苗
を
か
ん
水
作
業
や
朝
晩
の

ビ
ニ
ー
ル
の
開
閉
作
業
を
軽
減
で
き
る

プ
ー
ル
苗
で
育
て
て
い
る
た
め
、「
ハ
ウ

ス
内
は
耕
さ
な
い
で
活
用
し
た
い
」と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
閃
い
た

の
が
ブ
ド
ウ
の
栽
培
。秋
元
さ
ん
方
の
環

さ
ん
か
ら
、
稲
刈
り
の
手
順
と
鎌
を
扱

う
際
の
注
意
事
項
な
ど
の
指
導
を
受
け

た
後
、
地
元
の
小
学
生
10
名
ほ
ど
と
一

緒
に
稲
刈
り
に
挑
戦
。
参
加
者
は
ぬ
か

る
み
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
、
少
し

ず
つ
刈
り
進
め
ま
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
は
「
稲
刈
り
っ
て

意
外
と
楽
し
い
！
」「
も
っ
と
簡
単
だ
と

思
っ
て
い
た
。
稲
株
を
ぎ
ゅ
っ
と
握
っ

て
い
た
か
ら
手
が
痛
く
な
っ
た
」
と
話

し
、
楽
し
く
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

稲
刈
り
の
後
に
は
、
新
米
や
地
元
産

野
菜
を
使
っ
た
料
理
が
ふ
る
ま
わ
れ
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
会
・
語

り
部
に
よ
る
民
話
や
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

な
ど
、
参
加
者
は
“
会
津
”
を
満
喫
し

ま
し
た
。

こ
の
稲
刈
り
体
験
は
７
年
前
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
の
猪
俣
一か

ず

徳の
り

さ
ん
（
67
）
は
「
稲
刈
り
を
体
験
し
た

こ
と
が
な
い
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
く
れ

て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
都
会
と
の

交
流
事
業
を
続
け
、
会
津
の
お
米
や
食

べ
物
、
自
然
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

境
に
マ
ッ
チ
し
た
活
用
法
で
し
た
。

秋
元
さ
ん
が
ハ
ウ
ス
（
約
１
㌃
）
に

ぶ
ど
う
の
苗
木
３
本
を
定
植
し
た
の
は
、

平
成
27
年
６
月
。
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種

「
あ
づ
ま
し
ず
く
」
40
房
は
、お
盆
に
収

穫
期
を
迎
え
親
戚
な
ど
へ
の
贈
答
品
に
。

秋
の
彼
岸
時
期
に
は
、
種
な
し
の
「
ピ

オ
ー
ネ
」
50
房
、「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」
25
房
は
村
内
の
直
売
所
「
あ
れ
・

こ
れ
市
場
」に
出
荷
し
ま
し
た
。「
将
来

的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
房
の
出
荷
を

目
指
し
て
い
ま
す
」
と
、
生
産
拡
大
に

向
け
て
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
ず
れ
は
、
ブ
ド
ウ
を
川
内
村
の
特

産
品
に
し
た
い
。
昨
年
４
月
に
設
立
し

た「
川
内
村
ハ
ウ
ス
ブ
ド
ウ
生
産
組
合
」

（
会
員
18
名
）が
生
産
す
る
ブ
ド
ウ
が
集

ま
れ
ば
「
ぶ
ど
う
の
町
」
も
夢
で
は
な

い
と
秋
元
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

会津支所

双葉支所

ふ
る
さ
と
の
農
林
体
験
事
業

会
津
美
里
町「
沖
中
田
ム
ラ
を

楽
し
く
す
る
田
ん
ぼ
づ
く
り
隊
」

水
稲
育
苗
用
ハ
ウ
ス
で
ぶ
ど
う
栽
培

川
内
村
の
特
産
品
に
し
た
い
！

県内各地で生きいきと頑張っている農家の皆さんの活動の様子や　　地域の身近な話題などを、各支所からレポートします！

協力員の猪俣一徳
さんから指導を受け、
楽しそうに稲刈りを
教わる子どもたち。

「こうやって刈り取るんだよ」。
協力員の関孝則さんがお手本を
見せ、子どもたちも実践。

ぶどうの生育状況を確認する
秋元夫妻

たわわに実る種なしのピオーネ

皮ごと食べられる
シャインマスカット
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今日も
皆さまと

組合員の皆さんと
NOSAIをつなぐ

パイプ役としてご
活躍いただいてい

る、

NOSAI部長の皆さ
んをご紹介します

！

大玉地区協議会の副会長をしています。地域の皆さ
んと密に連絡を取りながら仕事にあたっていきたいと
思います。

冬期間以外は、多種多様な野菜を村の直売所に出荷
していますが、これからは珍しい物も作っていきたい
です。来年には直売所の規模が大きくなりますので、た
くさんのお客様に利用してもらいたいと思います。

私の地域も例年通りの実りの秋を迎えて、農家の皆
様の笑顔が見られる時期となりまして安堵していると
ころです。

農家におかれましては少子高齢化が進み、後継者の
確保が大きな課題となってまいります。地域経済にお
いて、農業は大きな役割を担っています。ＮＯＳＡＩ
さんには組織力を発揮され、地域経済の担い手として
の役割に期待しています。

水稲の損害評価を行った際、同村内でも行ったこと
のない水田や、通ったことのない道路などがありまし
た。水稲評価員を務めて、初めて知ることも多く、標
高や水田条件による収量の違いに驚いています。

共済部長も３年目となり、地区共済部長等協議会の
副会長を兼任しています。この先、懸念される異常気
象による災害にも対応し、安心できる新制度であって
ほしいと思います。

直播栽培に取り組み、作業の省力化に努めています
が、地域の高齢化、後継者不足により、作業受託が増
加し、個人では限界を感じています。

今後は、法人化・組織共同作業によって５年～ 10
年先の農業に役立つ生産意欲を向上させて連携を強化
したいと考えております。近年多発する自然災害に十
分な補償が受けられるＮＯＳＡＩ制度であって欲しい
と考えております。

地域の皆さまと心通わせて。

地域経済の担い手としての役割に期待。

みんなが安心できる新制度を。

この先の農業のために、今できることを。

大玉村　渡辺 久和さん（65）

NOSAI 部長歴／２年　玉井地区

棚倉町　佐藤 喜一さん（61）

NOSAI 部長歴／２年　上流地区

水稲 120㌃
ＷＣＳ80㌃

畑 20㌃

水稲70㌃
畑30㌃

水稲 760㌃

水稲　230㌃
天栄村　大須賀 文雄さん（63）

NOSAI 部長歴／３年　牧本地区

いわき市　高木 眞一さん（61）

ＮＯＳＡＩ部長歴／６年　常磐地区

安
達
支
所

白
河
支
所

い
わ
せ
石
川
支
所

い
わ
き
支
所

「
」
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秋
も
深
ま
り
、だ
い
ぶ
冷
え
込
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

の
時
期
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
さ
ま
は
も
う
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
た
か
？

小
児
・
高
齢
者
・
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
重
症
化
し

や
す
く
、重
い
健
康
被
害
に
い
た
る
危
険
性
が

高
く
、入
院
や
死
亡
に
い
た
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
原
因
で
死
亡
す
る
方

は
毎
年
１
万
人
以
上（
超
過
死
亡
概
念
に
よ
る

推
計
）
お
り
、高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

き
っ
か
け
で
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。家
族
に
免
疫
力
が
低
い
方
が
い
る
場

合
は
周
り
が
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ふ
つ
う
の
風
邪（
感

冒
）
と
は
全
く
違
う
も
の
で
す
か
ら
、決
し
て

甘
く
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、集
団
発
生
の
可
能
性

も
あ
る
の
で
、自
分
の
た
め
に
も
周
囲
の
人
の

た
め
に
も
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。65
歳

以
上
の
高
齢
者
や
60
歳
以
上
の
免
疫
低
下
が

あ
る
方
に
は
、自
治
体
か
ら
補
助
金
が
出
さ
れ

ま
す
。
予
防
接
種
に
よ
る
効
果
で
す
が
、接
種

後
２
週
間
～
５
カ
月
程
度
と
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、11
月
中
旬
～
12
月
中
旬
に
受
け
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。ち
な
み
に
国
の
予
防
接
種

法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
数
は
、過
去
５
年
間
で
最
も
製
造
本

数
が
少
な
く
、
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

予
約
や
接
種
は
お
早
め
に
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
も
注
意
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
時
期
に
流
行
す

る
の
が
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
、
高
熱
・
倦
怠
・
呼
吸
器
症
状
を
主
と

す
る
の
に
対
し
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
嘔
吐
・

下
痢
な
ど
胃
腸
症
状
が
主
で
す
が
、
発
熱
・
倦

怠
も
伴
い
ま
す
。も
と
も
と
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
は

二
枚
貝
の
生
食
や
加
熱
不
足
に
よ
る
食
中
毒

と
し
て
発
生
す
る
も
の
で
す
が
、近
年
は
患
者

の
吐
瀉
物
や
糞
便
か
ら
の
感
染
拡
大
も
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
毎
年
冬
に
な
る
と

ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
は

ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
。通
常
成
人
は
２
～

３
日
で
下
痢
・
嘔
吐
は
止
ま
り
自
然
回
復
し
ま

す
が
、高
齢
者
や
乳
幼
児
は
脱
水
症
状
に
な
っ

た
り
、吐
物
が
気
道
に
詰
ま
っ
て
窒
息
や
嚥
下

性
肺
炎
を
起
こ
し
、重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
し
て
も
効
果
が
な
く
、次

亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
漂
白
剤
な
ど
を
薄

め
た
液
）で
消
毒
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
感
染
者
は
症
状
が
消
え
て
治
癒
し
た
と

思
っ
て
も
、糞
便
中
に
は
１
～
２
週
間
に
わ
た

り
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
続
け
る
こ
と
。そ
し

て
、わ
ず
か
数
十
個
の
ウ
イ
ル
ス
で
も
発
症
さ

せ
る
と
い
う
強
力
な
感
染
力
を
持
つ
と
い
う

特
徴
が
あ
り
、予
防
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
飛

沫
や
接
触
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。外
出
の
際

は
マ
ス
ク
着
用
し
、
帰
宅
し
た
ら
、
手
洗
い
・

う
が
い
を
丁
寧
に
！

はじめよう！
健康生活

清明クリニック 佐藤 睦子

第７回

1感染者のくしゃみや咳、
つばなどの飛沫と一緒
にウイルスが放出

2別の人が、そのウイルス
を口や鼻から吸い込み
感染

1感染者がくしゃみでや咳
を手で押さえる

2その手で周りの物に触
れて、ウイルスが付く

3別の人は、その物に触っ
てウイルスが手に付着

4その手で口や鼻を触っ
て粘膜から感染

学校や職場、満員電車など
の人が多く集まる場所

電車やバスのつり革、ドア
ノブ、スイッチなど

ウイルスの主な感染ルート

飛沫感染 接触感染

主な感染場所 主な感染場所

予
防
接
種
は
お
早
め
に

インフルエンザ
に備えて
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農
業
共
済
事
業
は
、
次
の
６
つ
の
項

目
を
中
心
に
見
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
共
済
事
業
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

❶
農
作
物
共
済
の
当
然
加
入
制
の
取
扱
い

❷
収
穫
共
済
の
引
受
方
式
の
取
扱
い

❸
家
畜
共
済
の
取
扱
い

❹
園
芸
施
設
共
済
の
短
期
加
入
の
取
扱
い

❺
掛
金
の
取
扱
い

❻
農
業
共
済
団
体
の
組
織
運
営
の
あ
り
方

だ
く
仕
組
み（
包
括
共
済
）で
す
。
現
在

の
仕
組
み
で
は
、
飼
養
家
畜
に
異
動
が

あ
る
と
補
償
割
合
が
変
わ
る
た
め
、
異

動
の
つ
ど
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
申
告
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
売
買
や
出
生
な
ど
の
異
動
に
よ

る
飼
養
頭
数
の
増
減
で
、
共
済
金
の
支

払
額
に
差
が
生
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
改
正
後
は
期
首
に
年
間
の

飼
養
計
画
を
申
告
し
て
い
た
だ
き
、
期

末
に
掛
金
を
調
整
す
る
方
法
に
簡
素
化

さ
れ
ま
す
。

■
家
畜
の
事
故
低
減
の

　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
対
策

現
在
の
家
畜
共
済
で
は
、
初
診
料
が

全
額
加
入
者
の
自
己
負
担
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
初
診
料
以
外
は
、
支
払

限
度
額
ま
で
は
全
額
共
済
金
で
補
償
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
法
施
行
の
１
年
後
（
平
成

32
年
１
月
）
か
ら
は
初
診
料
を
点
数
化

し
、
初
診
料
を
含
め
た
診
療
費
全
体
の

１
割
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
自
己

負
担
を
除
く
９
割
が
共
済
金
で
補
償
さ

れ
ま
す
。

■
待
期
間
の
取
扱
い

家
畜
の
導
入
か
ら
２
週
間
以
内
の
期

間
（
待
期
間
）
は
、
原
則
と
し
て
共
済

金
の
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
改
正
後

は
共
済
加
入
者
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜

に
つ
い
て
は
、
待
期
間
の
適
用
除
外
と

し
、
待
期
間
中
の
事
故
に
つ
い
て
も
補

償
し
ま
す
。

■
牛
白
血
病
の
取
扱
い

現
在
の
家
畜
共
済
で
は
、
と
畜
場
で

発
見
さ
れ
た
牛
白
血
病
で
、
農
業
者
が

自
ら
出
荷
し
た
場
合
は
共
済
金
の
支
払

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
家
畜
商
経
由
で

出
荷
し
た
場
合
に
は
共
済
金
の
支
払
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

改
正
後
は
、
家
畜
商
経
由
で
出
荷
し

た
場
合
で
も
共
済
金
支
払
対
象
と
な
り

ま
す
。

次
号
で
は
、
❹
・
❺
・
❻
の
見
直
し

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

家
畜
共
済
で
は
、
平
成
31
年
１
月
１

日
以
降
に
責
任
を
開
始
す
る
共
済
関
係

か
ら
、
次
の
項
目
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

■
死
廃
事
故
と
病
傷
事
故
の
取
扱
い

人
間
で
い
え
ば
死
廃
事
故
の
補
償
は

生
命
保
険
、
病
傷
事
故
の
補
償
は
健
康

❸
家
畜
共
済
の
取
扱
い

教
え
て
！ 

ノ
ー
サ
イ
く
ん

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
改
正
を
詳
し
く
ご
紹
介

保
険
で
す
が
、
現
在
の
家
畜
共
済
で
は

性
格
の
異
な
る
死
廃
と
病
傷
の
２
つ
の

補
償
を
セ
ッ
ト
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
観
点
か
ら
、
改
正
後
は
死
亡
廃
用

共
済
と
疾
病
傷
害
共
済
に
分
け
て
、
一

方
の
み
の
補
償
や
別
々
の
補
償
割
合
が

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
死
廃
事
故
に
お
け
る
家
畜
の
資
産
価
値

日
々
資
産
価
値
が
増
加
す
る
肥
育
牛

等
の
よ
う
な
棚
卸
資
産
的
家
畜
が
死
亡

し
た
場
合
、
期
首
で
は
な
く
事
故
発
生

時
の
資
産
価
値
で
評
価
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
期
首
か
ら
死
亡
時
ま
で
の
資

産
価
値
の
増
加
分
を
補
償
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

な
お
、
乳
用
成
牛
等
の
固
定
資
産
的

家
畜
に
つ
い
て
は
、
現
行
ど
お
り
期
首

の
評
価
額
で
補
償
し
ま
す
。

■
包
括
共
済
の
事
務
の
簡
素
化

家
畜
共
済
は
、
飼
養
し
て
い
る
家
畜

の
種
類
ご
と
に
全
頭
を
加
入
し
て
い
た

今回は見直しの概要

❸について詳しく

ご紹介するよ。

今回は…
農業災害補償制度
の見直し その２

ノーサイくん

連載
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からのお知らせ

晩
秋
に
な
り
、
風
も
冷
た
く
感
じ
ら

れ
、
そ
ろ
そ
ろ
雪
の
便
り
が
届
く
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
大
切
な
施
設

園
芸
用
ハ
ウ
ス
を
冬
期
間
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
、
園
芸
施
設
共
済
へ
の
ご
加

入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

施
設
園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
雪
害
対
策
と

し
て
は
、
パ
イ
プ
の
補
強
資
材
等
で
支

柱
の
強
化
を
図
り
、
ま
た
屋
根
の
雪
下

ろ
し
や
除
雪
作
業
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
過
去
に
は
冬
に
急
激
に

発
達
し
た
低
気
圧
の
影
響
や
、
春
先
に

発
生
し
た
南
岸
低
気
圧
通
過
に
伴
う
大

雪
と
降
雪
後
の
降
雨
で
雪
に
重
み
が
加

わ
り
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
が
倒
壊
す
る
大

き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
冬
は
暖
冬
で
積
雪
が

大
変
少
な
い
年
で
し
た
が
、平
成
25
年
度

に
は
雪
害
や
風
雪
害
で
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

等
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

（
表
１
）

予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
に
備
え
て
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

解
体
、
撤
去
、
処
分
に
伴
う
費
用

が
補
償
対
象
で
す
。

■
復
旧
費
用

・
ハ
ウ
ス
本
体
（
被
覆
材
は
除
く
）、

附
帯
施
設
の
復
旧
に
要
す
る
費
用

が
補
償
対
象
で
す
。

加
入
の
申
し
込
み
は
施
設
園
芸
用
ハ

ウ
ス
１
棟
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
所
有

す
る
施
設
す
べ
て
を
加
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
附
帯
施
設
及
び
施
設
内
農
作

物
も
ご
加
入
の
場
合
は
、所
有
す
る
施
設

す
べ
て
を
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

補
償
対
象
と
な
る
共
済
事
故

・
風
水
害
、
ひ
ょ
う
害
、
雪
害
そ
の

他
気
象
上
の
原
因
（
地
震
及
び
噴

火
を
含
む
）
に
よ
る
災
害

・
火
災
、
破
裂
及
び
爆
発　

・
航
空
機
の
墜
落
、
車
両
の
衝
突

及
び
接
触

・
病
虫
害
、
鳥
獣
害

補
償
期
間
は
共
済
掛
金
の
払
込
み
を

受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
１
年
間
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
設
置
（
被
覆
）
期
間

に
合
せ
て
短
期
で
２
か
月
か
ら
11
か
月

ま
で
１
か
月
単
位
で
ご
加
入
で
き
ま
す
。

被
害
が
発
生
し
た
ら

す
ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
願
い

ま
す
。

加
入
し
て
い
る
施
設
園
芸
用
ハ
ウ
ス

に
被
害
が
発
生
し
た
と
き
、
ま
た
ハ
ウ

ス
内
で
栽
培
さ
れ
る
農
作
物
に
病
虫
害

が
発
生
し
た
と
き
は
、
損
害
評
価
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

雪
害
対
策
は

園
芸
施
設
共
済
で

▶
雪
の
重
み
で
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
が
倒
壊

園
芸
施
設
共
済
の
概
要

園
芸
施
設
共
済
は
、
農
作
物
を
栽
培

す
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
鉄
骨
ハ
ウ
ス
な

ど
が
自
然
災
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
時
に
損
害
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

■
特
定
園
芸
施
設
（
本
体 

＋ 

被
覆
物
）

・
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

・
ガ
ラ
ス
室

・
鉄
骨
ハ
ウ
ス

・
雨
よ
け
ハ
ウ
ス
等

■
附
帯
施
設

・
暖
房
施
設

・
換
気
施
設

・
か
ん
水
施
設

・
自
動
制
御
施
設
な
ど

■
施
設
内
農
作
物

・
ハ
ウ
ス
内
で
栽
培
さ
れ
る
野
菜
等

■
撤
去
費
用

・
ハ
ウ
ス
本
体
（
被
覆
材
は
除
く
）
の

(表 1)
過去 5 年間で雪害や
風雪害で被害を受けた棟数

年度 被害棟数

平成 24 年度 74 棟

平成 25 年度 1,434 棟

平成 26 年度 199 棟

平成 27 年度 118 棟

平成 28 年度 7 棟
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からのお知らせ

❶ 

分
娩
前
後
の
注
意
点

夜
間
分
娩
に
対
し
て
目
が
行

き
届
か
ず
に
、
朝
方
に
牛
舎
で

衰
弱
も
し
く
は
死
亡
し
て
い
る

子
牛
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
昼
夜
の
寒
暖
差
が
激
し

い
季
節
の
夜
間
や
冬
季
間
で
は
、

分
娩
予
定
月
日
の
確
認
お
よ
び

母
牛
の
分
娩
徴
候
の
観
察
を
怠

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
る
こ
と
が
分
娩
時
の
事

故
減
少
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

分
娩
前
後
は
、
牛
床
が
常
に

清
潔
で
乾
燥
し
て
い
る
よ
う
に

敷
料
を
た
く
さ
ん
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
産

ま
れ
た
子
牛
の
体
温
を
維
持
で

き
る
ば
か
り
で
な
く
、
臍
帯
が

獣
医
師
が
簡
単
レ
ク
チ
ャ
ー

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

家
畜
講
座

よ
く
乾
燥
し
臍
帯
炎
の
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

❷ 
分
娩
直
後
の
子
牛
の

　 

管
理
に
つ
い
て

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
牛
は
、

母
牛
が
舐
め
る
か
タ
オ
ル
等
の

拭
き
取
り
に
よ
っ
て
直
ち
に
羊

水
を
取
り
除
か
な
い
と
熱
を
奪

わ
れ
低
体
温
症
に
陥
り
や
す
く

な
り
ま
す
。

低
体
温
症
に
な
る
と
、
心
肺

機
能
が
低
下
し
、
血
液
の
循
環

が
悪
く
な
り
す
べ
て
の
細
胞
に

酸
素
や
栄
養
が
行
き
届
か
な
く

な
り
ま
す
。
最
悪
の
場
合
、
死

亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

出
生
直
後
の
子
牛
の
保
温
が

冬
場
の
分
娩
お
よ
び
子
牛
管
理
に
つ
い
て

一
番
重
要
と
な
り
ま
す
。
子
牛

の
体
が
糞
尿
な
ど
で
濡
れ
て
震

え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

❸ 

哺
乳
期
子
牛
に
つ
い
て

哺
乳
子
牛
の
適
温
域
は
13
～

25
℃
で
す
が
、
こ
の
適
温
環
境

下
で
は
、
哺
乳
、
消
化
、
吸
収
、

成
長
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
適
温
域
以
下
の

低
温
（
５
℃
ま
で
）
に
な
る
と
、

生
命
維
持
の
た
め
熱
を
生
産
し

て
体
温
を
維
持
し
よ
う
と
し
ま

す
。
せ
っ
か
く
ミ
ル
ク
か
ら
吸

収
し
た
糖
質
、
蛋
白
、
脂
質
が

体
温
維
持
に
奪
わ
れ
て
は
飼
料

効
率
が
低
下
し
、
成
長
が
遅
れ

ま
す
。

ま
た
、
哺
乳
期
子
牛
と
い
え

ど
も
、
適
度
な
水
分
は
必
要
で

す
。
ス
タ
ー
タ
ー
を
食
べ
始
め

る
と
水
を
飲
み
始
め
ま
す
。
可

能
な
ら
ば
、
水
を
あ
る
程
度
加

温
し
て
容
器
等
に
入
れ
て
あ

げ
る
と
よ
く
飲
ん
で
く
れ
ま
す
。

飲
水
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
排
尿
も

た
く
さ
ん
し
ま
す
。
敷
料
も
忘

れ
ず
に
こ
ま
め
に
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。

❹ 

最
後
に

子
牛
は
、
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

マ
ー
や
カ
ー
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、

赤
外
線
照
射
ラ
ン
プ
や
保
温

カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
を
積
極
的

に
活
用
し
て
保
温
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

牛
舎
の
す
き
ま
風
は
子
牛
の

体
温
を
奪
い
ま
す
が
、
牛
舎
の

換
気
は
必
要
で
す
。
換
気
が
悪

い
と
、
湿
っ
た
牛
床
の
糞
尿
か

ら
出
る
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
が
気

道
粘
膜
を
損
傷
し
、
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
が
増
殖
し
や
す
く
な
り

呼
吸
器
病
に
か
か
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。

季
節
に
関
係
な
く
、
農
場
で

呼
吸
器
病
が
年
中
見
ら
れ
る
場

合
は
、
牛
舎
の
換
気
が
充
分
に

な
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
今
一
度
点
検
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

冬
場
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

「
温
度
」「
水
分
」「
換
気
」
の

３
点
が
揃
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
ど

れ
か
ひ
と
つ
が
欠
け
て
も
う
ま

く
い
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
と
も
総

合
的
な
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
、

健
康
で
発
育
良
好
な
子
牛
を
生

産
し
て
く
だ
さ
い
。

会津
家畜診療センター
所長 木田 勝美
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からのお知らせ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
福
島
は
、
農
業
災
害
補

償
制
度
が
今
年
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と

を
契
機
に
、
県
内
約
２
２
０
台
の
業
務

用
車
両
に
防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
す

る
な
ど
の「
ふ
る
さ
と
見
守
り
活
動
」を

９
月
１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
防
犯
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の

安
全
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
、
同
制
度
の
実
施
組
織
で
あ
る
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

近
年
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
路
上
犯

罪
、
住
居
侵
入
、
振
り
込
め
詐
欺
、
農

産
物
や
農
機
具
の
盗
難
な
ど
、
地
域
住

民
の
暮
ら
し
を
脅
か
す
犯
罪
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
中
で
、
防
犯
活

動
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
安
全
確
保
と

住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
は
、
集
落
な
ど
の
地
域
社

会
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
の
責

務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
の
役
職
員
は
、
農

業
共
済
事
業
の
推
進
や
事
故
が
発
生
し

た
際
の
損
害
評
価
、
ま
た
組
合
員
の

方
々
へ
の
業
務
上
の
連
絡
な
ど
、
日
常

的
に
地
域
を
巡
回
し
、
農
家
の
皆
さ
ま

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
業
務
用
車
両
に
「
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
中
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付

し
、
犯
罪
被
害
防
止
を
啓
発
す
る
と
と

も
に
、“
防
犯
の
眼
”
と
な
っ
て
地
域
の

犯
罪
抑
止
に
貢
献
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
見
守
り
活
動
を

９
月
か
ら
全
国
展
開
中

▲ふるさと見守り活動の防犯ステッカー

◆お願い
外出するときは、鍵をかけましょう。

農産物や農機具盗難防止などが
増えているので、納屋の鍵も忘れずに

かけるよう注意しましょう。
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からのお知らせ

あ
と
が
き

表
紙
写
真

相
馬
市
磯
部
の
菊
地
友

里
恵
さ
ん
。
両
親
と
と

も
に
ナ
シ
栽
培
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
菊
地

さ
ん
方
で
は
水
稲
栽
培

と
漁
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
震

災
以
降
、
ナ
シ
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

新
雪
、
幸
水
、
南
水
、
新
高
、
な
つ

し
ず
く
…
、
家
族
一
丸
で
作
る
ナ
シ

は
極
上
の
甘
さ
を
誇
り
ま
す
。

２
０
１
７
年
も
残
り
ひ
と
月
あ
ま
り
と
な
り

ま
し
た
。

寒
く
な
る
と
心
配
な
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
で
す
。
11
ペ
ー
ジ
の
「
は
じ

め
よ
う
！ 

健
康
生
活
」
で
佐
藤
先
生
は
、
予
防

が
最
も
大
切
だ
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
末
を
迎
え
る
と
、
何
か
と
気き

忙ぜ
わ

し
く
な
り

ま
す
。
事
件
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
「
ふ

る
さ
と
見
守
り
活
動
」
を
展
開
中
で
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
と
現
金
納
入
の
取
り
扱
い
に

よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、
農
業
共

済
事
業
加
入
に
伴
う
共
済
掛
金
等

の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
の

利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
現
在
、掛

金
等
を
現
金
で
納
入
さ
れ
て
い
る

方
は
、
口
座
振
替
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
希
望
の
金
融
機
関
に
て
口
座

振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

口
座
振
替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

事
故
防
止
・
不
祥
事
防
止
の
た

め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
、
住
所
を
変
更

し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
届
け
出
の
際
は
金
融
機
関

に
登
録
し
て
い
る
印
鑑
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

各
共
済
掛
金
の
振
替
が
確
実
に

で
き
る
よ
う
、
忘
れ
ず
に
届
け
出

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

利
用
可
能
金
融
機
関
な
ど
、

詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
の
お
願
い

経
営
移
譲
な
ど
の
際
は

早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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